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は人間的実践と言語的実践の統一的展開が目指され、content based instruction の 21 世紀的展

































































これにより 2005 年までの 10 年間で正規社員が 446 万人減・非正規社員は 590 万人増、
非正規社員の割合が 21％から 32％に上昇、15～24 歳の若年層の 50％が非正規社員となる、

























































































































































































































統一的テーマを中心に広がりを持つ相互に関連のある日本語の語・句・文が related context (関
連文脈)の中に、しかも高頻度で登場する。従って相互に関連づけて理解できるインプット
が大量に獲得できることで習得が促進される。言語習得研究では、related context において





























































































































































































































3.生態学的主体性をなす契機 その 3：逆規定性の胚胎･逆規定としての形成 





















      楕円 1                     楕円 2   








  ＜外的言語生態場＞             ＜内的言語生態場＞ 
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 ＜現在像＞     ＜未来像＞        ＜実践生態場としての現実生態場＞ 
    ＜内的言語生態場＞           ［図 楕円 4 の各部分が示すこと］ 















・それをいかなるものとして捉え返し    



































































例 1 教師生態場における内省を媒介とする実践の改変の影響を受けているか。 
例 2  ことばの自己増殖フィードバックループはどんな内外的言語生態場の間で生
成されているか。 
③対象事象に関わる認識諸相はどのような生態場上の次元、構造のものか。 
例 1 ロールレタリングにおける自己の他在 
例 2 自己対象化 
6.以上に基づき、教室談話テキストの示す固有の構造・過程の分析をも踏まえつつ、中心
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An analysis of classroom discourse text 
in Japanese language teaching:  
A methodology of an analysis of classroom discourse text 





This thesis presents the methodology of classroom discourse text analysis of content based 
Japanese language education, focusing on its presupposition and the framework of the methodology. 
